
70ドル台後半で揉み合う展開に
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル台後半で揉み合う展開になった。マーケットの関心が中東地政学

リスクから原油需給環境にシフトする中、底固く推移した。ドライブシーズンの需給引き締まりに対す

る信頼感が強く、安値は買い拾われている。米原油在庫が2週連続で減少したこと、ウクライナがロシ

ア石油施設に対する攻撃を続けていることもポジティブ。ただし、依然として上げ一服後の持高調整の

二ーズも強く、明確な方向性は打ち出せなかった。

5月25～27日がメモリアルデーの連休になるが、全米自動車協会（AAA）は今年の自動車旅行者数は前

年を4.0％上回る3,840万人に達するとの見通しを示した。パンデミック前の2019年と比較しても

1.9%増が見込まれている。これは2000年の調査開始以降で最高になる。このため、ドライブシーズン

中のガソリン消費環境は良好との楽観的な見方が原油相場を支援した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月10日時点）は、原油が前週251万バレル減、ガソ

リンが24万バレル減、石油精製品が5万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給の引き締まりで底固い、80ドル台での取引時間を増やす

2

【展望】

需給の引き締まり観測を背景に、底固い展開が想定される。

5月21日が6月限の取引最終日とあって週前半は値動きが不安

定化する可能性があるが、7月限は80ドル台乗せを打診する

展開になろう。

中東では、イスラエルとハマスの休戦協議が決裂し、イスラ

エルはガザ地区南部ラファでの攻勢を強めている。しかし、

原油市場の中東情勢に対する関心は薄れており、今後も原油

相場に対する影響は限定されよう。注意が必要なのはウクラ

イナ軍がロシア製油所に対する攻撃を繰り返していることで

あり、製油所の稼働トラブルの報告が更に増えると、供給リ

スクが織り込まれる可能性がある。

一方、こうした地政学環境を考慮に入れなくても、原油相場

は底固い展開が想定される。今後はドライブシーズンの需要

期に突入するが、需給引き締まりに対する信頼感が強い。ガ

ソリン価格は需要を抑制する程に高くなく、穏やかな天候と

なればガソリン消費は季節トレンドに沿う形で拡大しよう。

特に5月22日発表の米週間需給統計で、原油やガソリン在庫

の取り崩しが報告されると、買い安心感が強まりやすい。

一方、6月1日に石油輸出国機構（OPEC）プラス会合を控え

て、産油国の動向にも注目したい。イラク石油相がOPECプ

ラスの自主減産延長に同意しないと発言していたが、その後

は減産にコミットしていると発言を修正したこともあり、

マーケットは冷静に消化した。ただし、7月以降もOPECプラ

スが減産を継続するか否かは需給見通しに与える影響も大き

いだけに、新たな動きがみられると原油相場も大きく変動す

る可能性がある。現状では、OPECプラスの減産延長がメイ

ンシナリオになる。
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